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名古屋市郊外曰進町における保育サービス供給と住民の曰常生活

神谷浩夫＊

高まっているのはまさにこの地域に他ならない。

さらに，大都市郊外に居住する既婚女性にとって，

就業の際に障害となる要因が数多く存在すると思

われる。

この点については，神谷ほか（1990）において

も若干言及したが，そこでの議論をふり返ってみ

よう。

まず，既婚女`性の就業に制約となっている要因

を分析した結果，家庭内の幼児が大きな障害とな

っている点が，時間地理学の結合の制約概念を利

用することで明らかにされた。さらに，この結合

の制約を解消する手段として，世帯内において３

世代の同居による祖父母の協力と，保育施設によ

る保育時間の延長や０歳児保育等のサービスの充

実という２つの可能性が示された。ただ，調査対

象地域であった長野県下諏訪町では長時間保育が

実施されておらず，女子の勤務時間や賃金水準に

ついても＋分な考察が行えなかった。これらの点

は，女子就業にとって重要な決定要因であるにも

かかわらず，時間地理学の概念枠に依拠するだけ

では解明が困難なことも明らかとなった。なお，

これら時間地理学的アプローチの不十分な点につ

いては，後に詳しく触れることとする。また，自

家用車の利用は能力の制約に深く関連することか

ら，女子就業との関連が予想されたが，下諏訪町

では自動車の保有率がかなり高く就業機会も豊富

であったため，女子就業と自動車保有との間に強

い関連を認められなかった。

このような地方小都市の事例から得られた結論

Ｉはじめに

本稿の目的は，大都市郊外における居住者の日

常生活の分析によって，現在の保育施設の配置や

開園時間などのソフト面における運営の問題点を

さぐることにある。地理学研究で扱われる施設配

置問題は，多くの場合，立地配分モデルなどの空

間的最適配置問題として登場してきた。けれども

本稿では，立地配分モデルなどの空間分析的アプ

ローチはとらない。もちろん，本稿で得られた分

析結果に対して，立地配分モデルを応用できる可

能性もある。しかし本稿の力点は，実際の生活行

動を観察することにより，前稿(神谷ほか，1990）

で指摘したような時間地理学的特色（人間を集計

量として扱わず，多様性を持つことを前提として，

人々に複数の選択肢を提供すること）を強調した

視点から，保育施設の配置問題を考察することに

ある。

対象地域として名古屋市郊外の日進町を取り上

げるが，その理由は，大都市郊外地域における保

育サービスは，公共サービスの供給においていく

つかの問題を抱えているからである。例えば，近

年のわが国では女子の就業が高まる傾向にあり，

この問題に対してさまざまな分野からアプローチ

がなされてきている。その際，女子就業を促進す

るための環境作りが大きな課題となっている。大

都市地域の郊外では他の地域に比べて女子労働力

率が低く，近年のわが国において女子労働力率が
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